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使用するICT機器・準備物

  学校内のICT環境，活用実態

授業を展開するにあたって使用した ICT
機器は，タブレット端末（教師用，児童用），
指導者用及び学習者用デジタル教科書（啓
林館わくわく算数３下），液晶プロジェク
ターである。

芦屋町では，ICT 機器の活用による学力
向上を教育施策の重点として掲げており，
児童一人ひとりにタブレット端末を配布す
るとともに，発達段階に応じて習得させる
タブレットスキルを明確にし，意図的・計
画的な指導を行っている。また，学校に町
から配置された ICT 支援員（１名常駐）が
いて，ICT 機器を活用した児童の活動や教

員の教材作成，教員研修の支援及び機器の
メンテナンス等にあたっている。

３年生の児童は，これまでデジタル教科
書を活用して学習を行ってきた。デジタル
教科書に示されている絵図やグラフを操作
するなどして，課題解決のための考えを形
成したり，友達と意見交換するなどして理
解を深めたりすることができるようになっ
てきている。また，前時の学習内容を想起
したり，本時の学習内容を確認したりする
ためにデジタル教科書を活用することも日
常的に行っている。

指導者

学習者

デジタル教材 指導者用デジタル教科書（教材），
学習支援ソフト（SKYMENU）

使 用 端 末 Windows

そ の 他 機 器 プロジェクター

ひとこと

遠賀川沿いにあり，自然
とふれあえる学校です。

デジタル教材 学習者用デジタル教科書・教材セット，
学習支援ソフト（SKYMENU）

使 用 端 末 1人1台使用（Windows）

そ の 他 機 器



実践タイトル

授業の流れ 主な学習活動  ▶︎教師の手立て　  留意点

導  入 ■ デジタル教科書 p.58 の写真を見て三角形を見つけ，
発表する。

■ 教科書 p.139 の色棒を使って，いろいろな三角形を
つくる。

教科書 p.58 の 2 枚の写真をホワイ
トボードに提示する。

学習者用デジタル教科書 p.58 の 2
枚の写真を見て，三角形を丸で囲
むよう指示する。

色棒を使って作成した三角形を各
自タブレット端末で写真に撮らせ，
その画像を教師に送信させる。

展  開

■ 児童が作成した複数の三角形を見て，仲間分けする
ための見通しを考える。

児童から送信された画像の中から辺
の色と数によって三角形の仲間分け
ができる画像を選択し，提示する。

辺の色と数（図形の構成要素）に着
目すれば仲間分けできることに気付
かせる。

指導者用デジタル教科書

学習者用デジタル教科書

▶

▶

▶

▶

授業の展開　　  わくわく算数３下　教科書p.５８～６０　１時間目／８時間中

作った三角形を仲間分けしよう

機器・教材



授業の流れ 主な学習活動  ▶︎教師の手立て　  留意点

■教科書 p.59 に示されている複数の三角形を，辺の長
さ（色）や数に着目して仲間分けする。

■ 3 人１組のグループで，各自の仲間分けを説明し合
い，相互の考えを共有し吟味する。

■ 全体で三角形の仲間分けの仕方とその根拠を話し
合って，三角形の種類について知る。

教科書 p.59 に示されている複数の三
角形を提示する。その際，児童が作
成した三角形は p.59 に示されたもの
と同じであることを確認しておく。

複数の三角形は，図形の構成要素（辺
の長さ（色），数）を根拠として仲
間分けするよう促す。

デジタル教科書 p.59 のコンテンツを
使って，辺の長さ（色）やその数に
着目して仲間分けする。分けた根拠
を言葉でタブレット端末に記すよう
促す。

自他の考えは，仲間分けの根拠を辺
の長さ（色）やその数を明らかにし
ながら伝えるよう促す。

根拠が不明確な場合は，質問によっ
て明らかにするよう指示する。

三角形の分類の仕方の共通点から，
三角形は辺の長さとその数の関係か
ら二等辺三角形，正三角形，その他
の三角形に分類できることを押さえ
る。

学習者用デジタル教科書

▶

▶

▶

▶

▶

p.59  三角形のなかま分け

機器・教材

指導者用デジタル教科書
学習者用デジタル教科書

指導者用デジタル教科書
学習者用デジタル教科書



授業の流れ 主な学習活動  ▶︎教師の手立て　  留意点

まとめ ■本時の学習をまとめる。

同じ長さの辺の数によって三角形が
分類できることを押さえる。

導入の場面では，デジタル教科書の写真
から共通する図形を見つけさせたことで，
見たい部分を拡大することができ，図形を
見つけやすくなった。展開の場面では，デ
ジタル教科書のシミュレーションを使用し
て図形の仲間分けをさせたことで，紙面上
では難しい，図形を動かしたり，考えが変

わった際に図形の分け方を変更したりする
ことが容易だった。また，文字を書き入れ
てどのような仲間に分けたのかを示したこ
とで，交流場面で図を示しながら説明をす
ることができ，聞いている児童が理解しや
すくなった。

  児童の反応， 実践の手ごたえ

図形の単元では，図形を動かしたり，辺
や角に色をつけて共通点や差異点を見つけ
たりする活動が多い。紙面上での作業では
時間がかかったり，変更が難しかったりす
るが，ICT 機器を使用することで，時間短縮
になったり，視覚的に捉えやすくなったり，
交流場面で活用しやすくなったりすること
がわかった。また，児童用タブレットと教

師用タブレットで資料をやりとりすること
ができる SKYMENU の「発表ノート」機能
と併用して使用することで，クラス全体で
画像を共有しながら交流することができた。

単元や場面によって ICT 機器の有効性が
変わってくるため，ICT 機器をどの場面で
使用するとよいかを考えて実践していくと，
より有効に活用することができると感じた。

  まとめ

指導者用デジタル教科書
▶

２つの辺の長さが等しい三角形を二等辺三角形，３つの辺の長さがみんな等しい三角
形を正三角形という。

機器・教材




